
ページ 備考 ページ 備考

9月 P.1～
外国人留学生入試

と共通 P.5～

2月 × ×

9月 P.1～
外国人留学生入試

と共通

2月 ×

9月 ×

2月 ×

9月

2月

9月 ×

2月 P.11～

9月 P.1～ 一般入試と共通

2月 P.11～

研究一貫

高度専門

研究一貫

高度専門

研究一貫

高度専門

社会人入学試験

立命館大学大学院
2022年度実施　入学試験

博士課程前期課程

文学研究科
行動文化情報学専攻・地理学専修

外国語（英語）

高度専門

研究一貫

研究一貫

高度専門

入試方式 実施月 コース

APU特別受入入学試験

高度専門

学内進学入学試験
（大学院進学プログラム履修生対象）

学内進学入学試験 9月

2月

9月

専門科目

外国人留学生入学試験

研究一貫

一般入学試験

【表紙の見方】
　×・・・入学試験の実施がなかった等の理由で入学試験問題の作成がなかったもの、または、問題を公開しないもの
　斜線・・・学科試験（筆記試験）を実施しないもの



ページ 備考

一般入学試験 2月 ×

9月

2月

学内進学入学試験 2月

立命館大学大学院
2022年度実施　入学試験

博士課程後期課程

文学研究科
行動文化情報学専攻・地理学専修

入試方式 実施月

外国人留学生入学試験

外国語（英語）

【表紙の見方】
　　×・・・入学試験の実施がなかった等の理由で入学試験問題の作成がなかったもの、または、問題を公開しないもの
　　斜線・・・学科試験（筆記試験）を実施しないもの



●受験上の注意

① 試験中、冊子をばらしても構わないが、終了後再び綴じて提出すること

② 全ての用紙に受験番号、氏名等を記入し、提出すること

●試験中の持込許可物件について

① 筆記用具、受験票、時計以外の持込は認めない

※試験終了後、ホッチキスで綴じること（太線の4箇所）

(ホッチキスを貸与します）

全  3  ﾍﾟｰｼﾞ

2023年度  立命館大学大学院文学研究科入学試験問題

2022年9月10日

博士課程前期課程　行動文化情報学専攻

地理学専修

　「専門科目」

公開用P.1



2023 年度入学試験（2022 年 9 月実施） 

文学研究科入学試験答案用紙 

専攻・専修名 課程 科目 コース 受験番号 氏   名 
行動文化情報学専攻 
（地理学専修） 前期課程 専門科目 □研究一貫 

□高度専門 
  

 

Ⅰ 地球温暖化に関して、地理学的な視点からどのような考察が今後も重要だと考えられるか、述べよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（全  3 頁の 1 ） 

  

公開用P.2



2023 年度入学試験（2022 年 9 月実施） 

文学研究科入学試験答案用紙 

専攻・専修名 課程 科目 コース 受験番号 氏   名 
行動文化情報学専攻 
（地理学専修） 前期課程 専門科目 □研究一貫 

□高度専門 
  

 

Ⅱ ジェントリフィケーションに関して、地理学的な視点からどのような考察を行うことができるか、自身の関心を 

中心に述べよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（全  3 頁の 2 ） 

  

公開用P.3



2023 年度入学試験（2022 年 9 月実施） 

文学研究科入学試験答案用紙 

専攻・専修名 課程 科目 コース 受験番号 氏   名 
行動文化情報学専攻 
（地理学専修） 前期課程 専門科目 □研究一貫 

□高度専門 
  

 

Ⅲ 以下の(1)・(2)のいずれかの用語を 1 つ選択し、その内容を説明した上で、地理学における研究の重要な論点を述

べよ。なお、解答の際には、選んだ用語の番号を冒頭に記入すること。 

(1) フードデザート 

(2) 文化の商品化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（全  3 頁の 3 ） 

 
 

公開用P.4



●受験上の注意

① 試験中、冊子をばらしても構わないが、終了後再び綴じて提出すること

② 全ての用紙に受験番号、氏名等を記入し、提出すること

●試験中の持込許可物件について

① 筆記用具、受験票、時計以外の持込は認めない

※試験終了後、ホッチキスで綴じること（太線の4箇所）

(ホッチキスを貸与します）

全  5  ﾍﾟｰｼﾞ

2023年度  立命館大学大学院文学研究科入学試験問題

2022年9月10日

博士課程前期課程　行動文化情報学専攻

地理学専修

　「外国語」（英語）

公開用P.5



2023 年度入学試験（2022 年 9 月実施） 

文学研究科入学試験答案用紙 

専攻・専修名 課程 科目 コース 受験番号 氏   名

行動文化情報学専攻

（地理学専修）
前期課程

外国語

（英語）
□研究一貫

Ⅰ 都市研究における「シカゴ学派」と「ロサンゼルス学派」に関する次の英文をよく読んで、〔1〕～〔3〕の問いに答えよ。 

     Although groups of researchers and intellectuals are periodically grouped together under "schools of thought", 

it is no simple matter to determine the contours, existence, or nature of such schools. A "school" is sometimes a 

convenient shorthand label used to designate a group of connected ideas, and sometimes the description of a locale 

from which ideas emanate. Under the second rubric, there is no a priori reason for ideas grouped together because 

they emanate from a particular place to be connected―in terms of their content―in any way. 

     The Chicago and L.A. Schools of Urban Studies are certainly schools of the second type: at particular times, 

(a) innovative and dynamic researchers in the field of urban studies happened to emerge―in the 1920s and 1930s

in Chicago, and in the 1980s and 1990s in Los Angeles. They are also, I will argue, schools of the first type, and it 

is the nature of the ideas that each school has tended to develop that truly sets them apart. 

     During the 1920s, (b) the Chicago school innovated in two ways. First, from an epistemological and 

methodological perspective, it applied evidence-based research approaches (the “scientific method”) to the social 

scientific study of cities. And second, it produced detailed knowledge of a particular city―Chicago―that was at the 

forefront of trends in urban development: it was the transport hub for the entire Midwest, the scene of innovative 

industrial, social, and architectural trends, and growing rapidly. 

     In the 1980s, much the same can be said about (c) the Los Angeles School. From an epistemological perspective, 

some of its key proponents, led by Michael Dear and Edward Soja, adopted a postmodern approach to understanding 

the city. From an empirical perspective, it produced detailed knowledge of one of the world’s largest, most 

automobile-dependent, and most multi-ethnic cities. 

Shearmur, R. (2008) Chicago and L.A.: A clash of epistemologies, Urban Geography 29(2), 167-176 をもとに作成 

（全 ５頁の １）

Used with permission of Taylor & Francis, from Urban Geography, Vol.29, "Chicago and L.A.: A Clash of Epistemologies", 
by Richard Shearmur, 2013; permission conveyed through Copyright Clearance Center, Inc.

公開用P.6



2023 年度入学試験（2022 年 9 月実施） 

文学研究科入学試験答案用紙 

専攻・専修名 課程 科目 コース 受験番号 氏   名

行動文化情報学専攻

（地理学専修）
前期課程

外国語

（英語）
□研究一貫

〔1〕 下線部(a)を日本語訳せよ。 

〔2〕 下線部(b)について、「シカゴ学派」の認識論および方法論の特徴として述べられている内容を日本語で要約せよ。 

〔3〕 下線部(c)について、「ロサンゼルス学派」の認識論および方法論の特徴として述べられている内容を日本語で要約せよ。 

（全 ５頁の ２）

公開用P.7



2023 年度入学試験（2022 年 9 月実施） 

文学研究科入学試験答案用紙 

専攻・専修名 課程 科目 コース 受験番号 氏   名

行動文化情報学専攻

（地理学専修）
前期課程

外国語

（英語）
□研究一貫

Ⅱ 空間的思考に関する次の英文をよく読んで、〔1〕～〔3〕の問いに答えよ。 

National Research Council. (2006) Learning to Think Spatially, The National Academies Press, 98-99 をもとに作成 

（全 ５頁の ３）

(a) 

(b)

Used with permission of National Academies Press, from Learning to Think Spatially, by National Research Council, 2006; 
permission conveyed through Copyright Clearance Center, Inc.

公開用P.8



2023 年度入学試験（2022 年 9 月実施） 

文学研究科入学試験答案用紙 

専攻・専修名 課程 科目 コース 受験番号 氏   名

行動文化情報学専攻

（地理学専修）
前期課程

外国語

（英語）
□研究一貫

〔1〕 FIGURE 4.1 の内容について、本文をもとに日本語で説明せよ。 

〔2〕 下線部(a)を日本語訳せよ。 

（全 ５頁の ４）

公開用P.9



2023 年度入学試験（2022 年 9 月実施） 

文学研究科入学試験答案用紙 

専攻・専修名 課程 科目 コース 受験番号 氏   名 
行動文化情報学専攻 

（地理学専修） 前期課程 外国語 
（英語） □研究一貫   

 

〔3〕 下線部(b)の内容について、本文をもとに日本語で説明せよ。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（全 ５頁の ５） 

公開用P.10



●受験上の注意

① 試験中、冊子をばらしても構わないが、終了後再び綴じて提出すること

② 全ての用紙に受験番号、氏名等を記入し、提出すること

●試験中の持込許可物件について

① 筆記用具、受験票、時計以外の持込は認めない

※試験終了後、ホッチキスで綴じること（太線の4箇所）

(ホッチキスを貸与します）

全  3  ﾍﾟｰｼﾞ

2023年度  立命館大学大学院文学研究科入学試験問題

2023年2月11日

博士課程前期課程　行動文化情報学専攻

地理学専修

　「専門科目」

公開用P.11



2023 年度入学試験（2023 年 2 月実施） 

文学研究科入学試験答案用紙 

専攻・専修名 課程 科目 コース 受験番号 氏   名 
行動文化情報学専攻 
（地理学専修） 前期課程 専門科目 □研究一貫 

□高度専門 
  

 

Ⅰ 宗教文化に関して地理学的視点からどのような研究を行うことができるか、述べよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（全  3 頁の 1  ） 

  

公開用P.12



2023 年度入学試験（2023 年 2 月実施） 

文学研究科入学試験答案用紙 

専攻・専修名 課程 科目 コース 受験番号 氏   名 
行動文化情報学専攻 
（地理学専修） 前期課程 専門科目 □研究一貫 

□高度専門 
  

 

Ⅱ 国や地方公共団体が公開しているオープンデータを用いることで、地理学的視点からどのような研究を行うことが

できるか、述べよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（全  3 頁の 2  ） 

  

公開用P.13



2023 年度入学試験（2023 年 2 月実施） 

文学研究科入学試験答案用紙 

専攻・専修名 課程 科目 コース 受験番号 氏   名 
行動文化情報学専攻 
（地理学専修） 前期課程 専門科目 □研究一貫 

□高度専門 
  

 

Ⅲ 下の（1）・（2）のいずれかの用語を１つ選択し、その内容を説明したうえで、地理学における重要な論点を述べよ。

なお、解答の際には、選んだ用語の番号を冒頭に記入すること。 

（1）地域格差 

（2）メンタルマップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（全  3 頁の 3  ） 

 

公開用P.14
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